
納豆納涼会　企画書兼報告書 2012年7月14日（土）＠釈迦部屋

0）本日の流れ 代表報告者：shaka
1.はじめに　　2.納豆うんちく講座　　3.闘納豆会　　4.罰ゲーム執行　　5.感想戦　　6.おわりに

1)はじめに 文志郎の納豆は「地」「水」「温」「眠」の

会長挨拶：710円の集金とちょうど用意して来なかった人を罵る。 ４つの納豆心得に基づいて製造しております。
「地」-大豆はいやみのない大豆を使う

2)納豆うんちく講座 「水」-水は食品の基本です。安全で軟らかい水を使用

講師：自称納豆ソムリエ 「温」-納豆菌に思いを託す。発酵室の温度管理を徹底。
「眠」-発酵の場に小鳥のＣＤを流す。旨みが自然に。

3)闘納豆会
釈迦部屋ルール（単独指名方式）
用意した納豆を紙コップに盛り22個並べた。競技は1人ずつ行い、目隠ししてタレなし納豆を賞味。
その後目隠しを外して、全ての納豆を何粒ずつか順に食べていく。
においを嗅いだり混ぜるのは自由。水で口をゆすぐのも可だが、スズキは試食なしで黒豆を判断。
1度で正解は3点。2度目なら1点のルールにしていたが、4人連続正解の異例の展開で○×に変更。
これを3度繰り返す予定だったが、時間とルールが簡単過ぎるのとで大粒5種を順に出す闘茶方式に変更。
闘茶五品方式（大粒5種順並戦）
難易度を上げる為、納豆を大粒の5種（黒豆納豆・わら納豆・鹿角納豆・道産納豆・鶴の子納豆）に絞り、
目をつぶってタレ無しの豆を順に食べた。その後、タレ入り（タレ以外の薬味は排除）を順に食べ当てた。
各納豆は1度しか指名できない。簡単な黒豆を外したのが1人だったのがショックでした・・・。
※食べて納豆の量が減って分かってしまう、器で分かるなどに気をつけて競技する。

闘納豆　成績表

食順 競技者 一豆目 詳細 食順 鶴の子 わら 黒豆 道産 鹿角 得点

1 スズキ ○ 試食せず当てた黒豆男 3 4 5 3 2 1 2

2 yassy ○ 約5食の食感判断 2 2 4 3 1 5 3

のりすけ

5 おーじろ→ × 食べ過ぎて臭いに騙され… 5 1 5 3 2 4 1

6 太→ × 正解を食べずに判断… 4 2 4 3 1 5 3

4 あっき→ ○ ひきわりの2択

3 shaka ○ 2食目に正解を食べ 1 2 4 1 3 5 2

本日の納豆一覧
711小粒　3パック98円　／　711極小粒　3パック78円 From セブン-イレブン・ジャパン（あづま食品：栃木県）
F極小粒　3パック78円 From ファミリーマート（あづま食品：栃木県：711とタレ違い!）
なっとういち超小粒　2パック105円 From ローソン（ミツカン：愛知県）
なっとういち（超小粒）　3パック68円　／　なっとういち黄金だし（超小粒）　3パック78円
におわなっとう（極小粒）　3パック98円 From ミツカン（愛知県）
全国納豆鑑評会優良賞の黒豆納豆（大粒）　210円　／　全国納豆鑑評会優秀賞のわら納豆（大粒）　220円
徳用納豆（中粒）　3パック120円　／　徳用ひきわり納豆（中粒）　3パック130円
文志郎の鹿角納豆（大粒）　2パック525円　／　鹿角納豆（大粒）　2パック380円
道産納豆大粒　2パック200円　／　道産小粒納豆　2パック200円　／　大豆の里（中粒）　3パック170円
文志郎の小粒納豆　2パック420円　／　極小粒納豆　4パック120円 From 道南平塚食品（北海道）
ひきわり納豆　2パック78円 From 豆紀（和歌山県）
鶴の子納豆（大粒：農林水産省総合食料局長賞H22.2.5）　2パック145円 From 高橋食品工業（京都府）
おかめ納豆旨味昆布だし（極小粒）　3パック59円　／　おかめ納豆旨味かつおだし（超小粒）　3パック59円
おかめ納豆国産（中粒）　3パック98円 From タカノフーズ（茨城県）

4)罰ゲーム執行
　Aコース）納豆＋アボカド＋わさび　→緑系でアボカドかわさびか分からない楽しさ
　Bコース）ガリガリ君納豆味　→ガリガリ君に納豆粉末をまぶして完成。ガリガリ食ってもらう涼しい体罰。
以上2つのコースを用意していたが、二豆目で最下位だったおーじろーのやる気を引き出せず中止。
　 
5)感想戦
（例：納闘はどんなルールならもっと面白くなるか）
闘茶ルール最強。納豆は粒の大きさで判る。タレを一定にする（闘茶でもお湯の温度は固定、旨さは追求しない）
タレ無し納豆が続くと不味い。（ただし、僕らはタレを食いにきたわけじゃない、という名言を誰かが残した）

6)おわりに
shaka：Engawa Caféでの限定ラーメン屋号の考案や次回予告など
闘水会と闘麩会の開催を誓った。
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競技は不参加も納豆を克服！


